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	応用
	抗原情報
	背景
	OTU脱ユビキチン化酵素、ユビキチンアルデヒド結合1（OTUB1）ホモサピエンス この遺伝子産物は、予測されるシステインプロテアーゼのOTU（卵巣腫瘍）スーパーファミリーのメンバーです。コードされるタンパク質は、非常に特異性の高いユビキチンイソペプチダーゼであり、分岐ポリユビキチン鎖からユビキチンを切断しますが、ユビキチン化された基質からは切断しません。OTUB1は、別のユビキチンプロテアーゼおよび免疫系におけるサイトカイン遺伝子の転写を阻害するE3ユビキチンリガーゼと相互作用します。OTUB1は、ポリユビキチン鎖の成長を編集する機能を提供することにより、特定のユビキチン依存性経路で機能することが提案されています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2008年7月]、機能：in vitroにおいてタンパク質から共役ユビキチンを除去できる加水分解酵素。そのため、タンパク質の分解を抑制することで、タンパク質代謝のレベルで重要な調節的役割を果たす可能性がある。T細胞アネルギー（T細胞が抗原再曝露に対して無反応となり、同族抗原にも反応しなくなる現象）の調節因子。CD4 T細胞アネルギーの重要な誘導因子であるRNF128/GRAILとの相互作用を介して作用する。アイソフォーム1はRNF128を不安定化し、アネルギーを抑制する。一方、アイソフォーム2はRNF128を安定化させ、アネルギーを促進する。驚くべきことに、RNF128を介したユビキチン化を制御するものの、ポリユビキチン化されたRNF128を脱ユビキチン化しない。,類似性：ペプチダーゼC65ファミリーに属する。,類似性：1つのOTUドメインを含む。,サブユニット：アイソフォーム1とアイソフォーム2はRNF128と相互作用する。アイソフォーム1はRNF128およびUSP8と三元複合体を形成する。アイソフォーム1はUSP8のC末端UCH触媒ドメインと相互作用する。アイソフォーム2はUSP8と会合しない。,組織特異性：アイソフォーム1は普遍的に存在する。アイソフォーム2は、扁桃腺、リンパ節、脾臓などのリンパ組織、および末梢血単核細胞にのみ発現する。,
	研究分野
	細胞生物学; タンパク質分解/ユビキチン; タンパク質分解酵素; その他のプロテアーゼ; エピジェネティクスと核シグナル伝達; ユビキチンおよびユビキチン様修飾因子; 脱ユビキチン化; DNA/RNA; DNA損傷と修復; 相同組換え
	画像データ
	

	オツバイン-1抗体を用いたK562のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。

